
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年９月 

ＪＡ全農ちば 営農支援部 

記載の農薬登録は作成時点のものです。農薬使用時は最新登録内容を確認し使用しましょう。 

 

 

今月の情報 

１．水田多年生雑草防除、ジャンボタニシ対策、土づくりについて 
２．園芸野菜 病害虫防除情報 
３．トマトの生理障害について 
４．土壌診断のススメ 
５．安全な農作物生産の取り組みについて 

～農薬散布記録簿は正しく記入しましょう～ 
６．花卉年間 IPM病害虫防除の有効事例（別紙） 

９月の気象について（気象庁 8/26発表 長期予報（1か月）から） 

 

１．引き続き９月も全体を通して気温が平年並み～ 

やや高い予報です。施設栽培では温度・遮光 

管理に注意しましょう。 

２．台風の発生時期のため、施設の補修や補強資材 

  の準備等の対策を早めに行いましょう。 

 

 

（長期予報（1か月）は毎週木曜日に発表されます。週予報とともに確認し、今後の栽培管理の計画を立てましょう） 
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水田多年生雑草防除、ジャンボタニシ対策、 

土づくりについて 

～次作に向けて秋から出来ること～ 

ＪＡ全農ちば 

営農支援部 

１．はじめに 

８月３１日に農林水産省より公表された作柄概況（８月１５日現在）によると、千葉県の作

柄は「やや不良」と見込まれます。西日本では「やや不良」が多く、関東、東北では「平年並

み・やや良い」県が多い見込みとなっています。 

以降も大雨や台風の影響に注意しつつ、刈取り遅れにならないよう、水田の状態を確認し、

適期収穫を実施しましょう。 

 

２．難防除多年生雑草を秋のうちに防除しましょう（秋防除） 

多年生雑草の多くは地上部が枯死しても地下の塊茎が残り、次年度以降も塊茎が発生源

となります。 

クログワイやオモダカは稲刈りが終わると地上部が 

再生してくるので、秋期防除を行い塊茎を枯らして 

発生源を減らしましょう。 

  

○秋防除のポイント 

（１）イネの刈取り高さをやや高くする(20cm を目安)。 

（２）根まで枯らすタイプの除草剤（ラウンドアップ 

マックスロード 50 倍液等）を再生した雑草に 

しっかりかかるように散布する。 

（３）除草剤散布後２週間程度は耕うんしない。 

（４）霜が降る前（10 月末）までに散布する。 

 

写真 刈取り後に再生してきたオモダカ    

 

３．スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の防除は地域で実施！ 

薬剤防除だけでなく、刈取り後の耕うん等による耕種的防除も重要です。 

さらに、ジャンボタニシは地域の水路を通じて移動するため、一部水田だけの対策では防

除に限界があります。被害を減らすためには地域全体でジャンボタニシの数を減らす必要

があります。 

地域全体で水田の防除をしっかり行う、冬季の水路掃除などに地域全体で取組むなど、地

域で連携を取り、対策を行うことが個体数を減らすために非常に重要になります。 

次作へ向けてしっかりと対策しましょう。 

 



営農情報                                              令和３年９月 

農作業安全指切断注意！コンバイン詰まり時はエンジン停止！食の安全安心土壌消毒剤使用時は必ず被覆を行う 

※ 本資料の無断使用・複写・転載を禁じます ＪＡ全農ちば 
 

(１)刈取り後のスクミリンゴガイ対策 

ア．石灰窒素の施用 

   湛水して３～４日後に 20～30㎏/10ａ散布する。 

（※魚毒性があるので、落水・かけ流しは避けます。また、次作の施肥量にも注意し

ましょう。) 

イ．稲わらすき込み時のポイント 

ロータリー回転速度を上げ、トラクターの速度を遅くして丁寧に耕うんし、潜って 

いる貝を砕きましょう。田面が乾き、固まっている時に行うのが効果的です。 

(２)スクミリンゴガイ対策他県事例 参考 

  生産者・関係機関・地域住民が連携した取組みが重要です。他県事例を参考に地域の 

対策について相談をしましょう。 

ア．和歌山県 

  市内で防除対策協議会を設置し、関連組織と連携した地域の発生密度の調査、防除方

法の広報を行っている。また７,８月に用水路の一斉捕殺を行い、２回の防除で６５０

㎏の捕殺を実施している。 

イ．沖縄県 

  ＪＡおきなわ水稲部会では、部会員・ＪＡ職員・町職員で水田の石灰窒素の散布（７

５ヘクタール）や集団での卵塊・貝の収集を行っている。 

ウ．京都府 

  親子での河川の生き物調査の一環でジャンボタニシ駆除を同時に行っている。取り組

みは 5年間行い、卵塊も非常に少なくなるなど地域への貢献も果たしている。 

エ．岐阜県 

  京都府と同様に親子での生態系の調査となっているが、農業の大きな問題である「外

来種の駆除」を地域住民にも理解してもらい、農業や生態系について考える場面を作る

ことを目的として行っている。 

４．良質な米は秋の土づくりから！ 

高品質のおいしいお米の生産は土づくりから始まります。土の養分供給力、急激な環境

変化に対する抵抗力、作物の根の活力を高めることで、高品質で良食味米の安定生産につ

ながります。 

（1）土づくりの方法 
ア．稲わらのすき込み 

稲わらは貴重な有機物として利用できます。一方ですき込み時期が遅くなると、稲わら

の分解不足が生じて次のような影響を及ぼします。 

（ア）田植後、酸素不足（還元状態）により、鉄やマンガンが流れ出し根腐れをおこす。 

（イ）ガスの発生により根の活力が低下する。 

（ウ）微生物が土壌中の窒素を先取りし、初期生育が悪くなる。 

田植え前までに分解が進むよう、刈取り後、秋の早い時期にすき込みましょう。 

イ．有機物を施用する 

堆肥などの有機物の施用により、土の物理性の改善、地力維持向上、土壌微生物が増

えやすくなります。堆肥は 10aあたり 1ｔ程度の施用が一般的です。ただし、家畜糞尿の

堆肥は肥料成分が多く含まれているので、基肥は堆肥の成分を考慮した量の施肥を行い
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ましょう。 

ウ．深耕を実施する 

 一般的に耕起にはロータリーによる攪拌耕が普及しています。砕土・整地が同時に行

え、作業性が良い一方で、浅耕になるため年々作土層の低下や耕盤が固くなる傾向が見

られます。作土が浅いと①根が伸びにくい、②倒伏しやすい、③養分過多になりやすい

などの生産力の阻害要因となります。 

対策として、根の分布範囲を拡げるためプラウ耕などによる深耕を行い、作土層の拡

大を図りましょう。作土層の深さは１５㎝程度を目安に行いましょう。 

エ．土づくり肥料を施用する 

土づくり肥料は土壌の化学性や物理性を改善し、植物が生育しやすい土壌を作る資材

です。例えば、石灰窒素は施用することで土壌微生物の働きを助け、稲わらの腐熟を促

進させます。また、水稲はけい酸の吸収が多い作物のため、けい酸補給資材を施用する

ことで稲の丈夫な体作りに貢献できます。 

土づくり肥料には目的に応じて様々な資材がありますので、目的に合った資材を使い

ましょう。なお、以下のような圃場は、りん酸・加里の土壌含量が少ないことが予想さ

れます。土壌診断を実施し、足りない成分がある場合は積極的に施用しましょう。 

（ア）倒伏を回避するため、基肥及び穂肥の使用量を控えた水田 

（イ）一発肥料のみの施用で穂肥分の加里が不足している水田 

（ウ）稲わらを水田から持ち出し、堆肥を入れなかった水田 

（エ）Ｌ型（窒素成分が高くりん酸、加里の低い）肥料を使用している圃場 

表１ 秋に使用する土づくり肥料の特徴と使用方法 

目的 肥料名 施用量(10a) 特徴 

稲わらの 

腐熟促進 

石灰窒素 

（窒素 20％） 

１０～２０

kg 

有機物を腐熟する微生物の増殖に必要な窒

素と、分解する働きを良くする石灰が含まれ

ているので効果的。 

アグリ革命アクア 100ml 酵素により、稲ワラの腐熟化を促進。 

液剤はオモダカ・クログワイなど難防除雑草

対策の秋防除除草剤と混用可。 アグリ革命 2kg 

けい酸の補給 

農力アップ 

（けい酸 20％） 
３～５袋 

従来のけい酸質資材と比較して利用効率が

良いため、２～３分の１で効果を発揮。 

ケイカル 

（けい酸 30％） 
５～１０袋 

水には溶けず、水稲の根からでる有機酸に溶

けて吸収されるので秋施用が効果的。 

稲体の抵抗力アップに貢献。 

りん酸の補給 

苦土重焼りん 

（りん酸 35％・ 

けい酸 9.4％） 

２袋 
火山灰土壌や基盤整備圃場等には、く溶性り

ん酸を含んだ苦土重焼りんが効果的。 

 

千葉県水田土壌診断基準 

ｐH 

(Ｈ２Ｏ) 

交換性陽イオン（㎎/100g）※ 可給態りん酸 

（㎎/100g） 

可給態けい酸 

（㎎/100g） ＣａＯ ＭｇＯ Ｋ2Ｏ 

5.5∼6.5 225∼365 40∼80 10∼50 5∼20 10∼25 

※CEC20me/100g の場合 
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（２） 「ケイ酸肥料の目的」 
水稲はケイ酸をよく吸収する植物として知られています。ケイ酸は稲体に 10～15％含ま

れており、窒素や加里よりも多く含まれていることから、水稲には有用な養分となってい

ます。そのため、全農グループでは土壌中の可給態ケイ酸含量の目標を 15mg以上（県診断

規準値 10～25mg/100g）とし、土壌診断に基づく土づくりを進めています。 

 

ア．水田土壌中のケイ酸含量とその補給実態 

(ア) 水田土壌における可給態ケイ酸含量は約 14mg/100ｇ（2016年）で、砂質土壌で 

少ない傾向です。 

(イ)ケイ酸の補給される多くは稲わらや、かんがい水に由来しており、ケイ酸資材を 

施用している農家は 1割程度と推定されます。 

(ウ)これまでの土水路からコンクート柵渠、パイプラインに変わったことで、かんがい 

水に溶けているケイ酸の濃度が下がって来ています。 

(エ)飼料稲（WCS）栽培水田や粗飼料用に稲わらを持ち出ししている水田では土壌中の 

ケイ酸含量が少なくなる傾向が見られます。 

 

イ．ケイ酸の施用効果 

(ア)ケイ酸が吸収されるとケイ化細胞が強化されて茎葉が硬くなり、「いもち病」、 

「ゴマ葉枯病」の発生が軽減されます。 

(イ)葉が直立することで受光態勢が改善され、根の活性も高まって登熟や粒の張りが 

良くなります（図）。 

(ウ)穂の温度を下げる効果があり、白未熟粒の発生を抑制します（写真）。 
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園芸野菜 病害虫防除情報 

                                                     ＪＡ全農ちば  

営農支援部  

１．はじめに 
９月も引き続き気温が高い予報となっており、害虫の発生や高温性病害の発生が考えられま

す。また例年では台風の接近が増加する時期でもあるため、気象予報に留意し、特に施設の保

護について事前対策を心がけましょう。 

 

２．キャベツ（チョウ目害虫） 

9月～10月にかけてヨトウムシ・ハスモンヨトウ・オオタバコガ・ウワバ類などが定植直後

の株に被害を及ぼし、特に生長点が食害されると欠株となります。10月以降はコナガの発生も

増え、外葉の食害も増えます。11月ごろになり気温が下がってくると来春まで一旦被害が止ま

るため、この 9～10月の短い期間が重要な防除時期です。定植後から防除を始めましょう。 

（１）ヨトウムシ類 

ヨトウムシ、ハスモンヨトウは一箇所に 200～300個の卵塊を産卵します。ハスモンヨトウ 

卵塊は鱗粉で覆われています。幼虫は孵化後周囲に分散し、成長するにつれ食害の量が増え

ます。そのため、防除が遅れると被害を抑えることが難しくなります。露地作物では生長点

を食害されると欠株となるため特に早期防除が重要です。 

（２）オオタバコガ 

オオタバコガはヨトウムシと異なり一卵ずつ点々と産卵するので、被害はまばらに発生し

ます。ヨトウムシ類と比較して幼虫に細い毛が生えています。 

 

ヨトウムシ・ハスモンヨトウ・オオタバコガ写真 

 

   
左：ヨトウムシ卵塊、右：ハスモンヨトウ卵塊    孵化直後のヨトウムシ     キャベツ初期被害 

         
ハスモンヨトウ若齢～終齢幼虫    左：オオタバコガ若齢幼虫、右：オオタバコガ終齢幼虫 

体長 1cm 

細い毛 
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（３）コナガ 
県内ではジアミド系殺虫剤（IRAC:28 フェニックス・プレバソンなど）の効果が低下し

たコナガが発生しています。コナガを防除対象とする場合は、地域のジアミド系の効果に注

意し、同じ系統の薬剤の連用・多用は避けて薬剤を選択してください。 

★★★ チョウ目害虫防除のポイント ★★★ 

ア．若齢期（体長 1cm までが目安）までに防除  

同じ幼虫でも成長した後では薬剤の効果が十分に発揮されませんので、発生前～初期の 

防除を心がけましょう。 

イ．薬剤のローテーション散布 

同じ系統（同じ IRAC ｺｰﾄﾞ）の薬剤を連用しないようにしましょう。また、ｼﾞｱﾐﾄﾞ系殺虫 

剤はコナガではなく大型チョウ目対策として使用しましょう。 

ウ．葉裏に薬剤がかかるようにたっぷりと散布する。 

  幼虫は葉裏や生長点へ潜るため、丁寧に散布しなければ薬剤が十分に届きません。 

 

○キャベツ チョウ目害虫防除薬剤 

対象害虫 
薬剤系統・ 

IRAC ｺｰﾄﾞ 
薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 

ヨトウムシ 

ハスモンヨトウ 

オオタバコガ 

コナガ 

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系(6) アファーム乳剤 1000～2000 収穫前日 3回以内 

ｽﾋﾟﾉｼﾝ系(5) ディアナＳＣ 2500～5000 収穫前日 2回以内 

ｼﾞｱﾐﾄﾞ系(28) 
プレバソンフロアブル 5 2000 収穫前日 3回以内 

ベネビアＯＤ 2000～4000 収穫前日 3回以内 

その他①（30） 
グレーシア乳剤☆ 2000～3000 収穫７日前 2回以内 

ブロフレアＳＣ ☆ 2000～4000 収穫前日 3回以内 

その他②(22B) アクセルフロアブル 1000～2000 収穫前日 3回以内 

その他③(21A) ハチハチ乳剤 ★ 1000～2000 収穫 14日前 2回以内 

その他④(UN) プレオフロアブル 1000 収穫 7日前 2回以内 

ＩＧＲ剤(15) カスケード乳剤 2000～4000 収穫７日前 2回以内 

ＢＴ剤(-) ゼンターリ顆粒水和剤 1000～2000 収穫前日 ― 

ｺﾅｶﾞ・ｱﾌﾞﾗﾑｼ その他⑤(23) モベントフロアブル★ 2000～4000 収穫 7日前 3回以内 

☆近年登場の新系統で浸透移行性は無いためかけムラに注意。 

★モベント・ハチハチは主にコナガとアブラムシ対策。 

 

３．ネギ（ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ・ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ・べと病） 
（１）ネギアザミウマ 
 ８月の高温乾燥にともなうネギアザミウマが 

多発生圃場では、ローテーション散布による 

防除を心がけましょう。日中は葉上にいますが、 

夕方・夜間は株元の葉の隙間に潜ります。 

温度により変動しますが、卵～成虫までの 

生育期間は約 10～14日程度で、生育スピードが早く 

抵抗性が発生しやすいので注意しましょう。 

 

ネギアザミウマ ネギアザミウマ 食害 
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（２）ネギハモグリバエ 
 ４月頃から発生し、年に５～６世代を繰り返します。 

また被害は５月・８～９月に多いとされており、葉肉内にもぐり、 

葉肉を加害するため、食痕が線状の白斑になります。 

 

 

〇ネギアザミウマ ・ ネギハモグリバエ 防除薬剤 

対象害虫 
薬剤系統・ 

IRAC ｺｰﾄﾞ 
薬剤名 希釈倍数 使用時期 

使用 

回数 

アザミウマ類 

ハモグリバエ類 

ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系(4A) ベストガード水溶剤 1000～2000倍 収穫前日 3回以内 

スピノシン系(5) ディアナＳＣ★ 2500～5000倍 収穫前日 2回以内 

ジアミド系(28) ベネビアＯＤ★ 2000倍 収穫前日 3回以内 

ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ系（30） グレーシア乳剤★ 2000～3000倍 収穫７日前 2回以内 

新規(-) ファインセーブフロアブル 1000～2000倍 収穫 3日前 2回以内 

ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ(14) リーフガード顆粒水和剤 1500倍 収穫 7日前 2回以内 

その他(21A) ハチハチ乳剤★ 1000倍 収穫 7日前 2回以内 

★シロイチモジヨトウも登録あり 

※ネギは野菜類の中でも特に農薬が付着しにくい作物です。展着剤を加用しましょう 

（グラミンＳ、ハイテンパワー、ニーズなど）。 

 

４．イチゴ 

９月となり、イチゴの定植時期が近付いてきました。本圃への病害虫の持ち込みを防止

するためにも早め早めの防除を心がけましょう。 

また、チーバベリーは特に、定植時の苗の状態が本圃での果実のつけ方に大きく影響し

ます。定植する際は、出来るだけクラウン径が９ｍｍ以上の充実した苗を用い花芽分化を

確認した後、定植しましょう。 

 

（１） 萎黄病 

  ア．土壌伝染性の病害で病原菌はフザリウム菌です。一度発生すると数年間は残って

しまうことが多いです。被害株は根も含めて抜き取り、肥料袋などに入れて枯れ

るまで置いてから処分しましょう。 

イ．発生後には防除できないので、前年発生圃は必ず土壌消毒を実施。また消毒後に 農

機、人的移動等によって別圃場の未消毒土が混入しないように注意しましょう。 

 

    

症状：小葉のうち１～２小葉が黄化し奇形化 

ネギハモグリバエ食害 
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○萎黄病 防除薬剤（土壌消毒剤は被覆必須） 

・クロールピクリン        （ ２～ ３ｍℓ／１穴） 

・ソイリーン（ＤＤ＋クロピク）  （２０～３０ℓ／１０ａ）作付の 10～15日前 

・バスアミド（ガスタード）微粒剤 （２０～３０㎏／１０ａ）仮植又は定植 21日前 

・ベンレート水和剤   

①育苗期間   ５００倍 ５０～１００ｍℓ/株 灌注 ３回以内※ 

②仮植前    ５００倍 １～３時間苗根部浸漬   １回※ 

     ③本圃定植後、収穫３０日前まで  ５００倍 １００ｍℓ/株 灌注 １回※  

   （※ ベンレートは育苗期～本圃定植後まで３通りの使用方法がありますが、成分使用 

回数は合わせて３回以内ですので注意してください。） 

 

 （２）炭疽病 

  ・ランナーや葉柄の病斑に形成された胞子が雨や潅水の飛沫とともに飛散し、托葉の部分 

からクラウン部に被害が発生します。そのため、ランナーや葉柄の発病を防ぐことが重 

要で、苗が枯れはじめてから防除しても対策が困難です。 

・頭上潅水は発病を助長するので、低水圧の散水チューブや底面吸水マット等を使用。 

・気温２８℃以上で菌が盛んに活動します。また、窒素過多で過繁茂は発病を助長。 

   

症状：葉ではくさび型の病斑、ランナーでは黒色の病斑、クラウン部は内部に向かい腐敗症状 

 

○炭疽病 防除薬剤（苗床） 

対象病害 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考 

炭疽病 

ベルクートフロアブル 1000 育苗期 5回以内 予防 

アントラコール顆粒水和剤 500 仮植栽培期 6回以内 予防 

オーソサイド水和剤 80 800 収穫 30日前 3回以内 予防 

セイビアーフロアブル 20 1000 収穫前日 3回以内 予防 

ゲッター水和剤 1000 収穫開始21日前 3回以内 予防・治療 

  

萎黄病、炭疽病は病徴が見られてからの防除は極めて難しい病害です。前年発生した圃場に

ついては必ず土壌消毒を実施し、栽培期間中も予防剤を定期的に使用して防除に取り組みまし

ょう。発病株については速やかに抜き取り、圃場から離れた場所で処分しましょう。 

また、これまで基幹剤であったＱｏＩ剤（アミスターなど）は、炭疽病について県内で耐性

菌が確認されております。治療剤が少ないため、発生しないよう予防剤主体で薬剤散布を行い

ましょう。 
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（３）ハダニ 

・ハウスでの増殖の一番の原因は株に付着したハダニ（持ち込み）のため、定植前に集中 

して防除。また、ハウス内の除草も実施しましょう。 

・薬散を行う際は、かけむらが発生しないよう丁寧に散布しましょう。 

○ ハダニ 防除薬剤 

IRAC ｺｰﾄﾞ 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 

６ 
アファーム乳剤 2000倍 収穫前日 2回以内 

アグリメック 500～1000倍 育苗期 2回以内 

２３ モベントフロアブル（潅注） 500倍・50ml/株 
育苗期後半～定

植当日 
１回 

UN ダニオーテフロアブル 2000倍 収穫前日 2回以内 

 

○モベントフロアブル潅注のポイント 

  ・下葉かきは丁寧に行い、潅注時に邪魔にならないよう準備。 

  ・薬剤を十分に吸収させるため、潅注前後の潅水は控える。（薬液が吸収されずに流れ 

出てしまうことを防ぐため）。 

  ・弱めの水圧でゆっくり葉の上から丁寧に潅注する。 

  ・苗はコンテナ等に隙間なく並べ薬剤の流亡を防ぐ。 

   

（４）コガネムシ類（ドウガネブイブイ） 

  ・成虫は葉を、幼虫は根を食害する。一般には、成虫よりも幼虫による被害が大きく、 

幼根を食害して生育不良、枯死など大きな被害になることがあります。 

  ・成虫発生期から幼虫発生期までの 7〜9月が防除の適期となる。圃場周辺に成虫の好む 

樹木が多いと多発するので、周辺樹木の成虫を防除しましょう。 
 
  ○コガネムシ類防除薬剤 

IRAC ｺｰﾄﾞ 薬剤名 使用量 使用方法 使用時期 使用回数 

1B ダイアジノン粒剤５ 4～6kg/10a 土壌混和 定植時 1回 

4A モスピラン粒剤 1g/株 植穴土壌混和 定植時 1回 

 

（５）アブラムシ 

  ・成虫、幼虫が葉裏や葉柄に群棲して吸汁加害する。新葉に寄生すると葉を巻いて 

萎縮させます。 

  ・圃場周辺の雑草からの有翅虫の飛び込みや、苗での持ち込みが主な発生要因。 
 
  ○アブラムシ防除薬剤 

対象害虫 薬剤名 IRAC ｺｰﾄﾞ 希釈倍率 使用時期 使用回数 

アブラムシ 

ベリマーク SC（潅注） 28 
1000倍・ 

50ml/株 

育苗期後半 

～定植当日 
1回 

ウララ DF 29 2000倍 収穫前日まで 2回以内 

モスピラン顆粒水溶剤 4A 2000倍 収穫前日まで 2回以内 
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トマトの生理障害について 

                                                     ＪＡ全農ちば  

営農支援部   

１．はじめに 

抑制作では高温、強日射によりさまざまな生理障害が発生します。原因を把握し対策する 

ことにより収穫量増、収穫時廃棄削減、等階級の向上を目指しましょう。 

 

２．着色不良 

着色不良はハウス内及び果実の高温、強日射、疎植、潅水不足、土壌内バランスの崩れ等が 

原因で発生します。トマトの赤色（リコピン）は 12℃～30℃で着色し、30℃を超えると 

黄色（カロテン）が生成され着色不良の可能性が高くなります。 

 

（１）高温対策 

 暑さ、強日射から植物を守るために、遮光塗布剤や 

遮光ネットの活用を行いましょう。また天窓、側窓、 

妻面換気、循環扇等を活用しハウス内温度を低下させ 

ましょう。   

 

（２）葉を大きくする  

  トマトの葉で果実を覆うと、覆われていない場合に比べて 

 果実温度を 4～5℃程度低下させることが出来ます。葉を大きく 

 作るためにはこまめな潅水が有効です。 

 

 （３）潅水不足にしない 

 カリウムが不足すると着色不良になることがあります。 

カリウム欠乏は高温、強日射により助長されます。水はトラック、 

肥料は荷物であることをイメージしましょう。果実肩部に窒素が 

溜まり緑色が濃い場合は潅水不足の可能性があります。 

 

（４）土壌診断を活用 

 苦土過剰はカリウム吸収を阻害します。またカリウム不足は 

着色不良の原因にもなります。苦土/加里バランス（当量比）を 

確認しましょう。 

 

（５）摘芯後の果実日除け 

 摘芯をした際、最後に収穫する果房の上に葉は３~４枚程度 

残し、更に側枝を伸ばして葉の枚数を増やして果実の日除けを 

作ると着色不良及び裂果対策に有効です。葉が傘の役割をして 

強日射から果実を守ります。 

 

遮光対策の実施 

摘芯後日除け 

着色不良果 
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～土壌診断結果を基にした「土づくり」と「施肥」を始めましょう～ 

 

土壌の養分状態の良し悪しは目で見ているだけでは正確に分かりません。

作物は土壌中の養分が多すぎても、少なすぎても健康には育ちません。土

壌診断は「土の健康診断」であり、今の土壌の養分状態を人間の健康診断

の様に一目で知ることができます。 

 

１．土壌診断を行うことで以下のようなメリットがあります！ 

（１）土壌養分の過不足が分かり、収量・品質の安定・向上を図るヒントとなります。 

 基準より多い養分は減らし、少ない養分は増やすことで、最適な土壌の養分状態へと近づけ、

作物の収量・品質の安定・向上につながります。 

 

（２）土づくり資材や肥料の適切な施用量の目安が分かります。 

 各資材・養分の施用量の目安が分かれば、目安よりも

少なく施用していた場合は従来よりも施用量を増やし

て土壌養分の不足を補い、過剰に施用していた場合は、

投入量を少なくすることで、施肥コストを減らすことが

できます。 

 

（３）地球の環境保全に貢献します。 

 過剰な土づくり資材や肥料の施用は、養分の過剰 

蓄積や地下水の汚染につながる場合があります。 

土壌診断結果に基づく適正な土づくり・施肥は、環境負荷の

低減にもつながります。 

２．サンプル土壌の取り方＜ポイント！＞ 

（１）土の取る場所と時期  

圃場内中央と対角線の５か所の地点から採ります。採取時期は収

穫後、次作の作業に入る前に行います。 

 

（２）土の取り方  

 表土１～５㎝程度を除いてから、深さ２０㎝ぐらいまでの作土層

を均一に移植ゴテで採ります。採取後は他地点の土壌と合わせて均一

にします。十分な乾燥後に土壌診断用サンプル袋へと入れてください。 

（サンプル袋等は最寄りＪＡへお問い合わせください。） 

 

 

図１．処方箋レイアウト(一例) 
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３．土壌診断により顕在化した課題 

（１）ダイコン圃場の土壌酸度(ｐＨ)  

ア．ダイコンはホウ素が欠乏すると褐色芯腐れ症が発生しやすくなります。 

イ．ホウ素欠乏は、土壌中にホウ素が不足することの他に pHが基準の範囲(5.5～6.5)を外

れることによって発生します。 

ウ．pHが 7.0を超えると次第にホウ素の吸収量が減少していき、ホウ素欠乏症を助長します。

反対に pHが 5.0を下回るとホウ素が水に溶けやすい状態になり、雨と一緒に流亡するこ

とで欠乏症を助長します。 

 

  

  図２．土壌 pHと肥料成分の溶解性・可吸性   図３．令和 2年度ダイコン pH分布グラフ 

(赤点線：ダイコンの pH適正値範囲)      (点数：299点) 

  

（２）キュウリ圃場のリン酸過剰  

  ア．令和２年度キュウリ圃場のリン酸含量平均値は 300 ㎏/10a(分析点数：181 点)であり、 

基準値を大きく超えていました。 

  イ．施設栽培では降雨による養分の流出が少ないためリン酸が過剰になる場合が多いです。 

  ウ．リン酸は過剰症が発生しにくい成分ですが、基準値(20～100㎏/10a)を超えて極端に過 

剰になると亜鉛、鉄、マグネシウム、カルシウムの欠乏症を誘発する可能性があります。 

  エ．リン酸過剰の圃場ではリン酸の施肥を抑えるとともに、土壌診断結果に基づいた施肥や 

葉面散布、追肥などで欠乏症の発生を予防しましょう。 

  
 
土壌はバランスの悪い施肥設計を 1～2 年続けても、生育に急激な変化をもたらすことは 

少ないですが、一度悪化してしまうと正常に戻すまでに長い時間を要します。 

ぜひこの機会に土の健康診断を始めませんか。 

お気軽に最寄りＪＡまでお問い合わせください。 

 

適正範囲 

ホウ素欠乏が

発生しやすい

pH状態 

80%以上の圃場が

リン酸過剰 

図４．令和２年度キュウリ 

   リン酸含量分布グラフ（点数：181点） 



営農情報                                              令和３年９月 

農作業安全指切断注意！コンバイン詰まり時はエンジン停止！食の安全安心土壌消毒剤使用時は必ず被覆を行う 

※ 本資料の無断使用・複写・転載を禁じます ＪＡ全農ちば 
 

安全な農作物生産の取り組みについて 
～農薬散布記録簿は正しく記入しましょう～ 

ＪＡ全農ちば 

営農支援部 

１．残留農薬超過事案について 
 残留農薬超過事案は、毎年全国で数件発生しており、報道発表や回収命令が出ています。 

原因は、農薬ラベルの確認ミス（適用作物が無かった・希釈倍数を間違えてしまったなど）や、 

飛散（ドリフト）、散布器具の洗浄不足などが挙げられます。「うっかりミス」でこのような大

事にならないように、日頃から注意して農薬の安全使用に努めましょう。 

 また、このような事故を未然に防ぎ、事故が起こってしまった際に迅速に原因追究をするた

めにも農薬散布記録簿は大変重要です。そのため「正しく記入する」ことも大切です。 

以下のチェック項目を日頃から守っていきましょう。 

 

２．農薬散布記録簿チェック項目 

 
□  農薬を散布した日付を記入しましたか？ 

 

□  農薬を散布した圃場を記入しましたか？ 

 

□  散布した農薬名は剤型まで記入しましたか？ 

  ⇒農薬は剤型（フロアブルや乳剤など）で登録内容が変わります！ 

□  使用した全ての農薬を記入しましたか？ 

 

□  使用した農薬の希釈倍数・使用量を記入しましたか？ 

 

□  使用した農薬の回数・本成分を含む総使用回数は合っていますか？ 

 ⇒混合剤（２種以上の成分が入っている農薬）もあるので注意が必要です！ 

□  定植時や定植前・収穫前日数は合っていますか？ 

  

３． 農薬散布記録簿の必要性 

  
（１）出荷前に事故を未然に防ぐことができる。 

（２）事故やトラブルが発生した際に、原因の所在を明らかにすることで、 

迅速に原因を追究することができ、被害を最小限にすることができる。 

（３）記録がされている事により、実需者、消費者に対して安心・安全を 

証明することが出来る。 

（４）毎年の防除が適正であったか振り返ることが出来る。 

（５）次作まで保管しましょう。（品目にもよりますが、１～３年） 

 
 


